
2014年度入学試験問題

数 学

文　系

試験時間 120分

答案作成上の注意

1 この問題冊子には，問題が 5問あります。総ページは 16 ページで，問題は 4ペー
ジ以降の偶数ページにあります。

2 解答用紙は 5 枚です。解答はすべて対応する番号の解答用紙の所定の解答欄（表
面）に記入しなさい。解答用紙の注意書きもよく読みなさい。

3 受験番号は，それぞれの解答用紙の所定の欄（2ヶ所）に必ず記入しなさい。

4 試験終了後は，解答用紙の右上の番号の順に並べなさい。

5 配付した解答用紙は，持ち出してはいけません。

6 試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

7 この問題冊子の裏表紙には，試験時間中に机の上に置いてよいものを記載してい
ます。
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〔 1 〕　 座標平面上で，原点Oを中心とする半径 1の円を C とする。C の外部に
ある点 P (a, b)から C にひいた 2本の接線と C との接点を H，H′ とする。
∠OPH = θとするとき，次の問いに答えよ。

(1) PHの長さ，および sin θを a，bを用いて表せ。

(2) HH′ = OPとなるような点 Pの軌跡を求めよ。
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〔 2〕　 a1，a2，a3は定数で，a1 > 0とする。放物線C : y = a1x
2+a2x+a3上の点

P (2, 4a1 + 2a2 + a3)における接線を ℓとし，ℓと x軸との交点をQ(q, 0)，
ℓと y軸との交点をR (0, a4)とする。a1，a2，a3，a4がこの順に等差数列で
あるとき，次の問いに答えよ。

(1) a2，a3，a4を a1を用いて表せ。

(2) qの値を求めよ。

(3) 放物線C，接線 ℓ，および y軸で囲まれた部分の面積をSとする。S = q

となるとき，a1を求めよ。
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〔 3 〕　四面体OABCにおいて，△OABの重心を F，△OACの重心をGとする。
次の問いに答えよ。

(1)
−→
OFを−→

OA，−→
OBを用いて表せ。

(2)
−→
FG //

−→
BCであることを示せ。

(3) OB = OC = 1，∠BOC = 90◦のとき，FGの長さを求めよ。
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〔 4 〕　 α > 1とする。数列 {an}を

a1 = α, an+1 =

√
2an

an + 1
(n = 1, 2, 3, · · · )

によって定める。次の不等式が成り立つことを証明せよ。

(1) an > 1 (n = 1, 2, 3, · · · )

(2)
√
x− 1 ≦ 1

2
(x− 1) （ただし，x > 1とする。）

(3) an − 1 ≦
(
1
4

)n−1

(α− 1) (n = 1, 2, 3, · · · )
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〔 5 〕　正六角形の頂点を反時計回りに P1，P2，P3，P4，P5，P6とする。1個の
さいころを 2回投げて，出た目を順に j，kとする。次の問いに答えよ。

(1) P1，Pj，Pkが異なる 3点となる確率を求めよ。

(2) P1，Pj，Pkが正三角形の 3頂点となる確率を求めよ。

(3) P1，Pj，Pkが直角三角形の 3頂点となる確率を求めよ。
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